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辺易 同位体研究所

結果報告日:2011年5月15日

報告書番号:RINllGM046C

52340

株式会社 同位体研究所

代表取締役 塙 章

横浜市鶴見区米広町1-1-40

横浜市産学共同研究センター内

TEL:045-718-5457 FAX:045-502-4555

放射能(核種)検査報告書

試料名 :原 水 (H23/5/9採水 ミュープラテイア上水道)

検体特記事項 :試 料名は、依頼者記載

検体量 :500ml

検査及び

判定法 : 厚 生労働省「緊急時における食品の放射線測定マニュアル」に準ずるγ線スペクトロメーター

による核種測定。 サ ンプル調整については、文部科学省 環境試料採取法に準ずる。

分析結果 :核 種検査

核 種 分析対象品目分類 測定値 単位 検出限界

Iodine-131 日本  飲 用水 ND Bq/kg l Bq/kg

Caesium-134

Caesium-137
国内は、合算規制値

ND

ND

ｇ

　

ｇ

ｋ

　

ｋ

／

　

／

ｑ

　

ｑ

Ｂ

　

Ｂ

l Bq/kg

l Bq/kgCs-134&137 日本  飲 用水 ND Bq/kg

日本の規制値は、厚生労働省 食品放射線残留規制値

ND:Not Detected(不検出)尚 、本検査では、測定時間は15分間

放射能検査に関すると記:

本測定は、「緊急時モニタリング計画における食品の放射能測定・分析」に基づき、第2段階モニタリングにお

ける測定。分析により、放射性ヨウ素(1-131)、放射性セシツム(Cs-134,Cs-137)の放射線核種を測定する。

本測定においては、定量限界に示す定量性が、多核種の存在もしくは、検体の放射性物質による汚染濃度

により低下する場合がある。 た だし、緊急時においても10分間計測において、l-131にて40Bq/k8、C針137

において、80Bq/kg程度の検量性を保持する為、食品規制値における判定を行う上で、有効である。

尚、放射性ヨウ素換算での総放射能濃度迅速検査(1次検査)に追加して核種分析を行う場合、放射性ヨウ

素(I-131)については、半減期が8日と短いため1次測定に比して測定値が減少する事を注記する。

I I-131,Cs-134,Cs-137不 検 出

IL)検rドヽキ果!に、17くげ〔1/たり,せ|す(さ″した1食|トブ)ケ)中千布1果であり、呼作十1:は、1l f亥校体げ)分相予ホ洋果につい ごげ)み、毛げ)ホト米な|「河||サ|と,支
‐1

峠社は、校体の収去|モ リサ1増うしておf)ず、検llN以外ブ)いかなる製品|!に対して、こブ)分Ⅲ「結米を証|け|する|,ブ)でlkィケ,りklユん
4(う)析試験報lli,1+を呼十liブ),十ロノさく無断では44kし、使ナ||すること子を禁|にtン長す



彰勿 同1立体石汗究所

放射能(核種)検査報告書

依頼者名:株式会修 イプルリンク
御中

試料名 :ソ リューヴ通過水 (H23/5/9採水 ミュープラテイア止

水道)

検体特記事項 :試 料名は、依頼者記載

検体量 :500ml

結果報告 日:2011年5月15日

報告書番号:RINllGM047C

52340

株 式会社 同位 体研 究所

代表取締役 塙 章

横浜市鶴見区末広町1-1-40

横浜市産学共同研究センター内
TEL:045-718-5457 FAX:045-502-4555

検査及び

判定法 : 厚 生労働省「緊急時における食品の放射線測定マニュアル」に準ずるγ線スペクトロメーター

による核種測定。 サ ンプル調整については、文部科学省 環境試料採取法に準ずる。

分析結果 :核 種検査

核種 分析対象品自分類 測定値 単位 検出限界

lodine-131 日本  飲 用水 ND Bq/kg l Bq/kg

Caesium-134

Caesium-137
国内は、合算規制値

日本  飲 用水

ND

ND

Bq/kg

Bq/kg
l Bq/kg

Cs-134&137 ND Bq/kg l Bq/kg

日本の規制値は、厚生労働省 食品放射線残留規制値

ND:Not Detected(不検出)尚 、本検査では、測定時間は15分間

放射能検査に関する注記 :

本測定は、「緊急時モニタリング計画における食品の放射能測定。分析」に基づき、第2段階モニタリングにお

ける測定・分析により、放射性ヨウ素G-131)、放射性セシウム(Cs-134,Cs-137)の放射線核種を測定する。

本測定においては、定量限界に示す定量性が、多核種の存在もしくは、検体の放射性物質による汚染濃度

により低下する場合がある。 た だし、緊急時においても10分問計測において、卜131にて40Bq/kg、C併137

において、80Bq/kg程度の検量性を保持する為、食品規制値における判定を行う上で、有効である。

尚、放射性ヨウ素換算での総放射能濃度迅速検査(1次検査)に追加して核種分析を行う場合、放射性ヨウ

索(I-131)については、半減期が8日と短いため1次測定に比して測定値が減少する事を注記する。

,it)校すドホ片米|【、依中灯キkり提供ヨ t'1校1小げ)分析れ1来であり、Ⅲ作十には、
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